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2) 1959 Census， p. 1200。
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パー (share-cropper) を典型として零細経営が多< (農場総数の6割がグラス百以
下)，クラス]， nの大経営はごく少数 (5.2%)だが，大プランテ--Yョ γや一
部の集約的農場(とくに，フロリダ州のそれ)が，販売総額の半数近< (47%)を
集中している。これに対し，中西部では2万ドノレ以上販売する大経営の比重が
低< (9 ~も)， 販売額の集中度も 4割弱にすぎない。ここでは販売額2，500-1
万ドルの階層(クラス皿~V) が農場数 (62%) でも販売額 (57%) でも大半を
占めており，小規模な家族農場の多い中西部の特徴をよく物語っている。
さらに，州別に大規模農場の分布を比較すると，アメリヵ全体のクラス I農
場 (10.2万農場)の14.2%がカりフォノレユアー州に集中しており， グラス lの販
売総額の約5分の lを一州で担っている。クラ-"1農場はカリフォノレエア，テ













現代農業における資本主義のー般法則の貫徹と集約的 商業的農業の成長 (287) 47 
いて検討しよう。農場数の多い肉畜 (25.5%).商業的穀作 (16.5%).酪農(17.7
4も).綿花 (10.00/0)の4種類の農場(合計商業的農場総数の70%)が，クラ月 I農場
総数の 6 割，クラス E 農場の 7 割を占めている。とくに，農場総数の42~もを占
める粗放的な肉畜および商業的穀作農場は，グヲλ1の約4割，グヲ "-llの約
半数を占め，両農場がアメリカ農業のなかで圧倒的に優勢なようにみえる。




--5 0/0にすぎず 2 万ドル以上販売する農場も 1O~15% である。これに対して，
野菜や果物など高度に集約的な農場では犬規模なグヲス I農場の割合がはるか
























4) 1959 Census， p. 12670 
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7) レー エンの資料加工方法に準じて， 1910年センサスより計算。(8.H. J1e回 H，TeTpall羽田
arpapHOMy B四 pocy1900-1916， CO'lIlHe1utR， 4 H3j(.. TOM 40，農業ノー ト. rν一三Y全集」第40
巻， 414ベジ事照。)
S) レ-=yr農業ノー トJ111ペー ジu

















とうもろこし 16.8 5.8 
物穀 麦 7.7 5.7 
大 麦 1.1 0.8 
耕
飼料作物ト
オ ト麦 4.9 0.6 
乾草 9.6 1.2 
その他 1.9 0.6 
種 計 42.0 14.7 
野菜) 2.4 
圃芸作物 49 商 2.0 
{乍 果 物 2.6 4.6 
業大 豆 N.A，(l) 3.2 
タ/'コ 1.2 3.1 
物 作綿花 9.6 7.7 
物その他 1.6 5.7 
計 19.9 28.7 
0.6 
耕種小計 44.0 
畜 肉 畜 22.3 35.4 
酪 農 7.7 13.2 
家 禽 5.9 7.4 
産 畜産小計 35.9 56.0 
1959年は1959年センサス，pp_960-61より，






























現i代農業における資本主義の一般法則の貫徹と葉酌的 商業的農業の成長 (291) 51 
〈野菜・閤芸作物果物・てんさい・砂糖きぴ 未など)の成長が著しい。 1909年
には前者が420/0後者は200/0にすぎなかったのに，その後の50年間に前者は150/0




















地帯と， 北ダコタ， モyタナの北東部， 南ダコタの北東部をおおう北の春播
9) 現在ではJ とうもろこしは飼料だけでなく!コー ソ・スター チ，オイノレ，ジロップ;アルコー
ルなどム業原料としても)ムく利用される (HaroldBargar and Hans H. Landsberg， Am8ri凶 n
AgricultWYB， 1899-1939: A Study 01 仁川戸~t， E:刑 ployme叫 andProductivity. 1942，馬場啓之
































盤整翌週酪農地静 U.5. C間四S of AgriculturB， 1959 





































の最大の産地ミジシツピ 州は第 31'立に転落し (12'1，)，西方のテヤサス (28%)"
カリフイノレヱア(13%)が第 1位， 第 2位になっている。 との両州で生産の 4
11) ミツミノッヒー 河ー左岸前中部南東諸州(ケソタッキー 州はのぞく)前大部分の地暁と，右岸の中
部南西諸川の東部を含む広大な地域。 (1959Cens前， p_ 1263幸照)。
12) 1910年の数字は D句 aTtment(lf Commp.rr.e， Thit'teen C四訓“ 01the U，畑 tedStates， 1910 
Vo1. V， Agriculture， 1913. p. 681より計算。但し， 1910年は生産額の百分比である。
13) 鈴木圭介，産業における資本主義と県民間の分解 アメリカ農業問題分析の一試論， r現代
資本王華講座」第4巻，昭和"年.149'-150へー ジ。
14) もちろん， I日南部でも大プヲソテ ジaソの機械化が進み，資本主義的大経営も存在する。
現代農業における賢本主義の一般法則の貫徹と集約的商業問農業の成長 (295) 55 
割以上を占め，ここに綿花生産の新たな一大産地を形成しつつある。
タパコ農場はほとんどすべて南部に集中し，なかでも北カ戸ラ fナ，南カロ
ライ)-，パージニア，ヶ γ タツキ ，テネジ の5州にタパロ農場の9日%以上





















15) 品種ごとに集中度をみると一層著し」、。カリフオノレエア南部一一一オレシジ νモゾzオリー プ』
ブドウ J桃， 7--'E-";/ド。カリフオノレニア北部およびワシγトン州 林楠j 梨，プラム，桃，
くるみz いちごなど種々 の作物の組合せ。フロリダ州一一ー オレンクとブドウ。ミシガγ州一一一林
檎j 桜桃}プドウ，いちご (1959Cens削，p，1265参照)。
16) Ibir1.， p. 12640 
56 (296) 第 101巻第3号
大な地域であり，己的地域で酪農製品の50%を生産している。とのほかに太平
祥岸に大きな飛地がある。これらの諸地域のうち東部の諸地域，オハイォ，イ





















で第 1 位を占め，上位 1~3位までに 7 農産物が入っている。粗放的な作物お
よび肉畜を除くすべての商業作物において主導的役割を果しており，高度に集
17) Ib包rl.，p. 12670 
18) Ibirl.， p. 12670 
19) Ibirl.， p. 12680 






よき?11 位 12 位 1 3 位 1 4 位 15 位 16位以下販売総額
[酪農l家禽|肉畜[園芸ケl叶吋東北部 42.2 I 17.5 I 11.4 I 7.2 I ¥、も5.0I 16.7 I 100.0 
部中西部 48.6 酪農fz「'l、麦[大旦ドの他13.2 I~ 11.7 I 7.4 I 5.7 I 13.4 I 100.0 
|聞アtコ 肉畜 家禽l果物|酪農i叫|南諸 19.1 15.7 15.6 I 12.2 I 10.7 I 26.7 I 100.0 
綿花 μ コ|家禽|酪農ドの他1
諸州 26.6 25.9 13.3 I 10.5 I 9.7 14.0 I 100.0 
綿花 小麦i家禽l酪農i初他
開州 32.2 28.8 6.3 I 6.2 I 5.6 I 20.9 100.0 
回肉畜lhP11っその他|49.7 I 11.7 I 7.6 いも4.4 I 20.1 I 100.0 








































































のである o この材料にもとづいて，前稿および本稿の I~m節で，現代資本主
義社会におけるアメリカ農業の進化の法則を具体的に検討してきた。本節では，
現代のアメリヵ農業とその進化の全貌を総括しなければならない。レーニソが






ノレ以上販売する農場のみ)， (司 中位の農場 (5.000~2万ドノレ)， (3) 非資本主義的





度に集約的な野菜， 果物， その他の畑作，種々のものの農場のみ)， (2) 中位の農場
(商業的穀作，普通作農場)， (3) 低度に資本主義的な農場(肉畜および牧畜農場，
21)くわし〈は，レ ニン「新資料J81一回ベ ジ農業ノートJ410-411ペー ジ象照。ただし，
レ ニンl土地域によるう持賓のかわりに土地面積2U7l類を採用してし唱。ここでは本稿で分析して
きた地域による農業の不均等な資本主義発展を総括するため前者の分類を採用した。











































投産物 2万ドル以 1.販売農場(括弧内 4万ドル以上九













































集約性も生産規標も平均よりはるかに高い。 すなわち， 土地面積は全体の 18
%なのにラグターと肥料は各々33%. 45%. 農産物は44%を集中してい
る。資本主義的性格の指標である賃労働者数は. 62%と賃労働者総数の大部分
を集中している。 単位面積当りで計算ずると， 賃労働者は平均の3.6倍 (18%
の土地面積に対し62%の賃労働者1.肥料，農産物販売額は平均の約2.5倍である。
とくに高度に集約的な商業作物の集積はし、ちじるしし、。農場総数のわずか4%，
総土地面積の 3%を占める集約的な商業作物は， トラグターの 6%.肥料の15
64 (304) 第101巻第3号
%.農産物の120/0を集中している。賃労働者に関しては，実に220/0とー農場当
りで平均の約5倍，単位面積当りでは平均の7倍以上になる。他方，低度に資本
主義的な経営は，農場の半数以上 (54%).総土地面積の6割を占めているが，
肥料や賃労働者，農産物の集積は一般に非常に低い。単位面積当りで計算する
と，肥料や賃労働者は平均の 4割前後，農産物の販売額で平均の半分にすぎな
い。中位の穀物干飼料作物農場は両者の中間的な傾向を示している。
以上のように商業作物， とりわけ高度に集約的な作物の農場は，粗放的な肉
畜や穀物農場に〈らベてあらゆる点で著しい集積・集中を進めている。
これまで三分類寺比較・対照し庁第7表でアメリカ農業の全貌を総括Lてき
た。との総括から，現代アメリカ農業の進化・発展の性格壱次の上うに結論す
ることができる。
現代アメリカ農業では，① 農業生産の賃労働者に対する依存度がますます
増大しており，② 農業の機械化が急速に進展している。@ さらに，アメリ
カ農業は地域や作物の特殊性により不均等に多種多様な形態をとって発展して
いるc とりわけ商業的作物の成長がめざまししこの作物を栽培している太平
洋岸諸州(とくにカリフォルニア州)の発展が顕著である。④ 農業生産の不均
等な発展過程で，大経営は賃労働者や生産手段・農産物を集積・集中し，小経
営を駆逐している D この集積・集中という点でも太平洋岸諸州は他地域を凌駕
してし情。⑥ かくして1910年~1959年の半世紀聞に，アメリカ農業の最先進
地域は東北部から太平洋岸諸州に移った。現代アメリカ農業は，このパイロ 'Y
トの役割をはたす太平洋岸諸州を筆頭に，農業の資本主義化が進んでおり，資
本主義の一般法則が貫徹されている。
